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幼
稚
園
保
育
体
験
（
１
年
生
）
の
試
み
か
ら

教
務
部
長　

松
浦　

浩
樹

　
２
０
１
７
年
度

よ
り「
幼
稚
園
保

育
体
験
」を
7
月

の
第
１
月
曜
日
に

実
施
し
て
い
る
。

こ
の
日
は
例
年
2

年
生
の
幼
稚
園
に

お
け
る
教
育
実
習
予
備
日
に
あ
た
り
、
2
年
生

の
学
内
授
業
を
行
わ
な
い
た
め
、
専
任
教
員
全

員
が
１
年
生
の
教
育
に
集
中
す
る
こ
と
が
可
能

な
日
と
し
て
捻
出
さ
れ
た
日
程
で
あ
る
。

　
本
学
の
児
童
福
祉
学
科
全
専
任
教
員
が
15
名

前
後
の
学
生
と
幼
稚
園
を
訪
問
し
、
子
ど
も
や

保
育
を
体
で
感
じ
る
試
み
、
こ
れ
は
社
会
経
験

の
少
な
い
学
生
が
、
後
の
実
習
に
対
し
て
、
過

度
に
緊
張
し
、
評
価
を
心
配
し
、
各
々
の
学
生

ら
し
さ
が
出
せ
な
い
ま
ま
実
習
を
終
え
る
、
ま

た
日
誌
や
指
導
案
等
の
書
類
提
出
に
追
わ
れ
、

た
だ
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
き
、
幼
稚
園
の
保

育
の
良
さ
を
学
ぶ
余
裕
の
な
い
ま
ま
実
習
を
終

え
る
、こ
の
よ
う
な
様
子
に
幾
度
と
な
く
触
れ
、

こ
れ
を
何
と
か
実
の
あ
る
学
び
に
変
換
し
た

い
、
余
分
な
緊
張
を
少
し
で
も
取
り
除
き
、
幼

稚
園
で
の
保
育
本
来
の
魅
力
を
感
じ
学
ん
で
欲

し
い
と
の
思
い
か
ら
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
体
験
は
、
同
様
の
動
機
で
日
本
保
育
協

会
神
奈
川
県
支
部
に
働
き
か
け
て
誕
生
し
、
当

保
育
協
会
主
導
で
い
ち
早
く
２
０
１
３
年
に
発

足
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
保
育
園
で
の
体
験
型
の

学
び「
ふ
れ
あ
い
体
験
」の
実
績
を
基
に
し
て
い

る
。「
保
育
園
ふ
れ
あ
い
体
験
」は
実
習
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
な
い
、
シ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
経

験
に
重
点
を
置
く
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
一
種

で
あ
る
が
、
学
生
が
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
園

リ
ス
ト
か
ら
選
択
し
、「
自
分
で
直
接
、
保
育

園
に
申
し
込
み
」を
し
、
体
験
を
重
ね
る
も
の

で
あ
る
。

　
「
幼
稚
園
保
育
体
験
」は
、
申
し
込
み
手
続
き

が
少
し
違
う
。
教
務
委
員
よ
り
担
当
科
目
を
通

じ
て
、
及
び
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
に
お
い

て
、「
幼
稚
園
保
育
体
験
」の
内
容
と
目
的
等
を

学
生
に
伝
え
、
本
学
で
の
専
門
的
な
学
び
に
通

じ
る「
遊
び
を
大
切
に
す
る
保
育
」を
実
践
す
る

幼
稚
園
、
及
び
キ
リ
ス
ト
教
保
育
を
実
践
し
て

い
る
幼
稚
園
17
園（
２
０
２
２
年
度
は
専
任
教

員
数
の
都
合
に
よ
り
14
園
）の
リ
ス
ト
に
よ
り
、

学
生
は
各
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
、

自
分
が
体
験
し
て
み
た
い
園
を
決
め
、
サ
イ
ン

ア
ッ
プ
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。
最
終
手
続
き
は

本
学
が
行
う
。

　
学
生
は
体
験
先
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
に
14
名

の
各
専
任
教
員
と
共
に
、
体
験
園
別
に
事
前

学
習
を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
。
そ
し
て
今

年
２
０
２
２
年
度
は
、
６
月
27
日（
月
）に
実

施
。
灼
熱
の
中
、
8
：
30
～
11
：
30
、
幼
稚
園

の
朝
が
始
ま
っ
て
い
く
過
程
と
子
ど
も
の
遊

び
に
、
短
時
間
な
が
ら
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
す
ん
な
り
と
子
ど
も
の
生
活
に
入
る
学
生

も
い
れ
ば
、
お
ど
お
ど
と
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
学
生
、
ど
う
言
葉
を
交
わ
し
て

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
学
生
、
本
学
で
見
せ
る

姿
と
一
致
す
る
学
生
も
い
れ
ば
、
良
く
も
悪
く

も「
意
外
」な
一
面
を
見
せ
る
学
生
も
お
り
、
引

率
教
員
の
一
人
と
し
て
、
学
生
理
解
に
大
き
く

役
立
っ
た
。
ま
た
ひ
と
時
で
は
あ
る
が
、
事
前

学
習
・
幼
稚
園
体
験
・
事
後
学
習
と
い
う
ツ

ア
ー
を
共
に
し
た
仲
間
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

心
的
距
離
が
一
段
と
縮
ま
っ
た
手
応
え
を
感
じ

た
。
ま
た
、多
く
の
学
生
が
事
後
学
習
の
中
で
、

「
和
泉
で
の
学
び
と
繋
が
っ
た
」、「
○
○
先
生

の
言
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
な
ん
だ
と
思
っ

た
」、
一
方
で「
学
ん
だ
こ
と
と
は
○
○
が
違
っ

た
」な
ど
、
普
段
の
学
び
に
引
き
寄
せ
て
学
び

直
し
て
い
る
学
生
が
多
く
い
た
。
ま
た「
今
回

の
幼
稚
園
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
夏
休
み
の
保

育
園
ふ
れ
あ
い
体
験
で
生
か
そ
う（
あ
る
い
は

比
べ
て
み
よ
う
）と
思
い
ま
す
」な
ど
、
今
後
の

課
題
を
見
い
出
し
て
い
る
学
生
も
多
く
い
た
。

　
本
学
が
捉
え
る「
保
育
」に
近
い
実
践
が
行
わ

れ
て
い
る
14
園
に
教
員
が
引
率
し
一
緒
に
学
ぶ

こ
と
は
、
学
生
・
教
員
双
方
に
有
意
義
な
こ
と

で
あ
る
。
体
験
を
通
し
て
幼
稚
園（
子
ど
も
園
）

の
保
育
に
共
感
し
、子
ど
も
の
存
在
そ
の
も
の
、

そ
し
て
育
ち
が
大
切
に
さ
れ
、
保
育
者
が
懸
命

に
子
ど
も
に
向
き
合
っ
て
お
ら
れ
る
姿
に
学
生

達
は
、
こ
の
職
の
尊
さ
を
肌
で
感
じ
、
入
学
し

て
3
か
月
、
机
上
の
学
修
と
保
育
の
実
践
が
つ

な
が
り
、
保
育
職
へ
の
希
望
、
実
習
意
欲
の
高

ま
り
を
促
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
今
年
度
の
本
体
験
の
担
当
者
で
あ
り
、
実
施

に
向
け
て
非
常
に
苦
労
さ
れ
た
吉
田
久
仁
子
専

任
講
師
の
お
働
き
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

　
事
後
に
別
件
で
連
絡
を
し
た
、
と
あ
る
園
の

園
長
が
電
話
越
し
に
、
し
か
も
不
意
に
、
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

「
和
泉
さ
ん
の
こ
の
取
り
組
み
は
、
前
ま
で
は

学
生
さ
ん
の
た
め
と
い
う
か
、
和
泉
さ
ん
と
の

お
つ
き
あ
い
と
い
う
か
、
正
直
、
時
期
的
に
も

ち
ょ
っ
と
大
変
！
な
ん
て
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
よ
く
よ
く
考
え
た
ら
、
私
た
ち
の
幼
稚
園

業
界
の
た
め
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
、
今
に

な
っ
て
そ
う
思
え
る
ん
で
す
。」

　
私
は
こ
の
言
葉
に
嬉
し
さ
を
感
じ
た
。
思
え

ば
、
こ
の
企
画
を
ひ
ら
め
い
た
と
き
、
本
学
の

保
育
学
に
通
じ
る
幼
稚
園
を
一
園
一
園
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
て
い
く
中
で
、
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど

の
園
が
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
か
、
不
安
感
を
抱

え
な
が
ら
も
、
一
方
で「
学
生
の
た
め
で
あ
る

が
、
幼
稚
園
の
た
め
で
も
あ
る
」と
い
う
信
念

は
消
え
な
か
っ
た
。
当
時
の
教
務
委
員
で
手

分
け
を
し
て
、
全
て
の
幼
稚
園
に
連
絡
を
入

れ
、
主
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
依
頼
状
と

要
綱
を
送
付
し
た
。
ど
の
園
も
快
く
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
り
、
実
現
し
、
２
０
２
２
年
度

も
同
じ
17
園
の
内
の
14
園
で
の
実
施
に
至
っ

て
い
る
。C

ovid-19

感
染
予
防
の
観
点
か
ら

２
０
２
０
、２
０
２
１
年
度
の
2
回
を
中
止
し

た
が
、
２
０
２
２
年
度
4
回
目
の
実
施
を
終

え
て
、
前
述
の
よ
う
な
お
言
葉
を
頂
け
た
こ

と
、積
み
重
ね
の
中
で
、

様
々
な
恩
物
に
互
い
が

気
付
く
、
こ
の
恵
み
に

感
謝
し
つ
つ
、
こ
の
体

験
を
基
に
現
1
年
生
が

ど
の
よ
う
な
成
長
を
し

て
い
く
の
か
を
楽
し
み

に
、
来
年
度
の
実
施
を

思
う
。
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第10代　理事長任職式が行われました
　
４
月
18
日（
月
）10
時
00
分
か
ら
、
和
泉
ク

ラ
ー
ク
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
須
田
拓
第
10

代
理
事
長
の
任
職
式
に
理
事
・
監
事
・
評
議

員
・
教
職
員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
任
職
式
は
、
坂
井
悠
佳
チ
ャ
プ
レ
ン
の
司

式
に
よ
り
序
詞
の
他
、
讃
美
歌
、
聖
書
朗
読
、

祈
祷
等
、
伊
藤
忠
彦
前
理
事
長
の
聖
書
を

チ
ャ
プ
レ
ン
が
預
か
り
、新
理
事
長
の
誓
約
、

祈
祷
後
、
理
事
長
の
聖
書
の
引
き
継
ぎ
が
な

さ
れ
、佐
藤
学
長
よ
り
新
理
事
長
紹
介
の
後
、

須
田
拓
第
10
代
理
事
長
が
就
任
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み

　
保
育
力
支
援
者　

川
本　

未
来

　
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
で
は

通
常
の
授
業

と
は
別
に
、

保
育
に
関
す

る
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
習
に
制
限
が
あ
る

中
、
学
生
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
実
習
に

臨
め
る
よ
う
、
特
別
教
室
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
実
習
前
の
２
年
生
を
対
象

に
し
た「
製
作
活
動
」で
は
、
学
生
が
子
ど

も
役
と
な
っ
て
製
作
活
動
の
流
れ
を
体
験

し
、
製
作
活
動
の
際
の
注
意
点
や
事
前
準

備
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
１
年
生
対
象
の「
名
札
づ
く
り
」は
、

３
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
実
施
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
と

出
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
、
自
分
で
考
え

た
デ
ザ
イ
ン
の
名
札
を
思
い
思
い
に
仕
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
事
前
予
約

制
で
実
施
し
て
い
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
保
育
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
講
座

を
随
時
開
講
し
て
お
り
、
興
味
を
持
っ
た

学
生
が
意
欲
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
授

業
以
外
で
の
学
び
の
場
と
し
て
、
保
育
現

場
へ
出
る
前
に
し
っ
か
り
と
準
備
を
整
え

ら
れ
る
よ
う
、
学
生
の
要
望
に
沿
っ
た
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
の
取
り
組
み

　
基
礎
学
力
支
援
者　

小
山　
　

力

　
「
書
く
」と

は「
考
え
る
」

こ
と
で
、
文

章
を
書
く
力

は
、「
思
考

力
」そ
の
も

の
で
す
。
考
え
や
思
い
を
言
葉
に
し
て
表

現
し
、
客
観
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
考
え

る
力
の
土
台
と
な
る
も
の
で
す
。セ
ン
タ
ー

で
は
、個
別
サ
ポ
ー
ト
や「
特
別
教
室
」・「
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
通
し
て
、
学
生
が
自
ら

の
文
章
の
問
題
点
に
気
付
き
、
自
ら
修
正

で
き
る
力
を
持
ち
、
表
現
力
、
思
考
力
を

伸
ば
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
課

題
レ
ポ
ー
ト
や
進
学
･
就
職
時
の
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
、
手
紙
や

そ
の
他
の
文
章
な
ど
、
書
く
こ
と
に
関
す

る
こ
と
は
全
て
そ
の
機
会
と
な
る
も
の
で
、

文
章
に
関
す
る
こ
と
で
相
談
が
あ
れ
ば
何

で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
公
務
員
試
験
・
就
職
試
験
、
四

年
制
大
学
編
入
学
試
験
対
策
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
々
に
対
応
し
た
計
画

を
一
緒
に
考
え
、
計
画
に
沿
っ
て
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
自
宅
で
は
授
業
関
係
の
学

習
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
適
性
検
査
、
文

章
理
解
・
判
断
推
理
・
数
的
推
理
の
問
題
及

び
論
作
文
練
習
な
ど
、
週
一
、
二
回
の
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
学
習
で
完
結
す
る
よ
う
に

し
、
成
果
を
あ
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
支
援
者　

和
泉　

幸
子

　
学
術
情
報

ユ
ニ
ッ
ト
Ｉ

Ｔ
支
援
者
と

し
て
常
駐

し
、
学
生
の

皆
さ
ん
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ（
情
報

通
信
技
術
）活
用
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。
支
援
内
容
は
、
大
き
く
分

け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
多
様
な
問
題
解

決
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
入
学
後
、
１
年
生

は
慣
れ
な
い
Ｐ
Ｃ
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

G
oogle C

lassroom

、M
icrosoft 

O
ffi

ce

（W
ord

・Excel

・Pow
erPoint

）

の
使
い
方
、
Ｐ
Ｃ
購
入
相
談
や
、
Ｐ
Ｃ
持

ち
込
み
で
ト
ラ
ブ
ル
相
談
も
あ
り
ま
す
。

２
年
生
に
は
就
職
後
も
活
か
せ
る
プ
レ
ゼ

ン
資
料
作
成
支
援
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
次
に
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
で
す
。

ス
キ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、

基
本
操
作
～
資
格
取
得
ま
で
、
一
人
ひ
と

り
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
す
。

受
講
す
る
目
的
も「
動
画
編
集
を
や
っ
て
み

た
い
」、「
Ｐ
Ｃ
資
格
に
挑
戦
し
た
い
」な
ど

様
々
で
、
興
味
の
あ
る
講
座
を
受
講
し
ま

す
。M

O
S

（M
icrosoft O

ffice 
Specialist

）資
格
を
取
得
し
た
学
生
は
、

資
格
取
得
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
タ
イ
ピ

ン
グ
練
習
か
ら
始
め
、
試
験
で
は
見
事
満

点
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
情
報
化
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
、
Ｐ

Ｃ
を
快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
に

努
め
て
お
り
ま
す
。　
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TOPICS

　2022年５月10日（火）、11日（水）、６月15日（水）、本学にて高校教員進学説明会を開催しました。本学の概要説明、2023年度の入試説明、奨学金学納金の説明、個別相談、学
内見学をしていただきました。在学生による本学の紹介も行われました。コロナ禍の中にもかかわらず神奈川・東京の高校から53名もの進路指導の先生方に参加いただきました。

2022年度高校教員進学説明会

　2022年５月23日（月）２限キャンパスライフ・アワーの時間に１年生、２年生、専攻科生の学友会委員による学友会会議があり、
２年生が１年生に学友会の内容や仕組みを説明し、役割決めや学友会総会の流れの確認を行いました。
　５月30日（月）は、学友会総会がリモート投票で行われ、議案書について賛成98％で可決されました。

学友会会議、学友会総会を開催

　2022年５月21日（土）２限、「子どもの健康と安全」の授業にて、相模原市消防局 相模原消防署緑が丘分署のご指導のもと「救命救
急」について学びました。
　全２年生が２グループに分かれて、入れ替え制で４号館アリーナにおいて、心臓マッサージなどの救命措置の実技、１号館204
教室において救命救急の座学に取り組みました。
　緊急出動に備えて２台の消防車にてお越しいただいた相模原消防署緑が丘分署の皆様、ご指導・ご協力をいただきありがとうございました。

「子どもの健康と安全」にて救命救急を学習

TOPICS

　2022年６月７日（火）、市内の保育施設や小・中学校、高校の教員に向けた保育・福祉系の授業研究会を開催しました。これまで
は高校の家庭科教諭との授業研究会を実施していましたが、小・中学校教諭を招いた研究会を行うのは今回が初めてです。小・中
学校との関わり合いを増やすほか、本学が持つ保育と福祉の専門知識を地域に提供することを目的として主催し、教員や市職員ら
16名の参加がありました。本学の松山洋平教授が保育現場での体験授業について、実施方法や園児から高校生の交流の重要性を説
明、市内の認定こども園で園長を務める先生から近隣中学校が家庭科授業で保育実習を行った事例の紹介などの報告が行われた後、
グループに分けてディスカッションを行いました。

保育・福祉系の授業研究会を開催

　2022年６月11日（土）14：00～16：00に 和泉短期大学１号館会議室において和泉短期大学後援会第15期総会がオンライン開催されました。
　カンバーランド泉教会牧師　潮田健治氏による開会祈祷で始まり、雑賀えり子後援会会長の挨拶の後に、2021年度事業報告およ
び決算、2022年度事業計画および予算について審議され、承認されました。
　総会後に和泉短期大学吉田久仁子専任講師による記念講演『私が経験した3.11 東日本大震災・原発事故～災害時の保育実践から～』
が行われ、震災当時いわき市の幼稚園園長としての話や幼稚園復興までの道のりについてお話していただきました。

和泉短期大学後援会 第15期総会を開催

　2022年６月13日（月）避難防災訓練を行い、学生と教職員が校舎から避難集合先の淵野辺公園へ避難しました。消防隊員の方々か
ら消火器、AEDの使用方法について実践的な指導をいただきました後、本学敷地内に設置されている防災井戸から飲料水を造り、
試飲をしました。
　保育者・介護福祉士養成校の本学では、避難訓練を貴重な学びの機会と捉えています。
　ご協力いただいた相模原消防署　緑が丘分署の皆様、青葉二丁目自治会役員の皆様、相模原市まち・みどり公社の皆様に感謝申し
上げます。

避難防災訓練を実施

　2022年７月23日（土）「キャリアデザインⅡ（２年生）」の授業において、相模原市幼稚園・認定こども園協会と相模原市私立保育園・
認定こども園園長会の先生方をお招きして、就職説明会を開催しました。幼稚園・認定こども園協会、私立保育園・認定こども園園
長会の園長先生方からは協会の紹介、幼稚園教諭・保育士・保育教諭として活躍している本学卒業生が「現場でのやりがい」、「仕事
内容」などをお話しくださいました。
　また、同日「卒業生を招いての就職懇談会」を行い、公立保育所、認定こども園、障がい児入所施設で活躍する卒業生５名と和泉短
期大学専攻科介護福祉専攻の在学生２名の合計７名が講演くださいました。卒業生は、就職活動の進め方、就職先をどのようにして
選択したか、現場に出てからの経験談などをお話しくださり、専攻科生は、専攻科進学の動機や授業内容、介護実習について後輩に熱心に伝えてくださいました。

就職説明会・卒業生を招いての就職懇談会

　2022年６月21日（火）、神奈川県立吉田島高等学校と和泉短期大学は、教育交流に関する協定を締結しました。
　締結式は、和泉短期大学キャンパスで行われ、神奈川県立吉田島高等学校からは、岩崎校長、中川副校長、宮本総括教諭に出席い
ただきました。和泉短期大学からは、佐藤守男学長、𡈽橋正文事務局長が出席しました。
　本協定により、生徒・学生、教職員の往還や、連携強化に向けた定期的な意見交換の場を設けるなど、教育交流を目的に両校の連携強化を図ります。

神奈川県立吉田島高等学校と教育交流に関する協定を締結

　2022年７月６日（水）に、「2022年度　第２回　サマーフェア」（通算29回目）を開催しました。
イベント内容　・100円ランチメニュー…「ロコモコ丼」「バターチキンカレー」
　　　　　　　・キャンパスコンビニ　全商品20％ OFF
　　　　　　　・キャンパスコンビニ利用者　先着50名にペットボトル飲料プレゼント
　　　　　　　・抽選による景品プレゼント
　食堂のランチメニューは完売し、キャンパスコンビニも200名以上の学生が利用し盛況でした。
　今後も、学生が楽しみにしている楽しいイベントを実施して参ります。

2022年度和泉短期大学「サマーフェア」を開催

　2022年７月25日（月）11時30分から301教室で、児童養護施設の就職に関する説明会を開催しました。
　４施設の児童養護施設の先生方に出席いただき、児童養護施設への就職を視野に入れている１、２年生に対して、各施設の理念や
実践を紹介することで、施設理解の幅を広げてもらうために実施しました。
　各施設の先生方からは「施設での働き方」や「仕事のやりがい」についてお話しいただきました。
　学生たちは説明会終了後、先生方に熱心に質問をしていました。

児童養護施設の就職希望者に対する説明会



5 NEWS

　
こ
の
度
は
、
永
年
勤
続
表

彰（
15
年
）を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
和
泉
短
期
大
学
で

の
15
年
間
、
教
職
員
の
皆
様

方
の
お
支
え
を
は
じ
め
、
学

生
の
皆
様
方
か
ら
た
く
さ
ん

の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
け
た
こ

と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
私
事
で
す
が
、
2

人
の
娘
も
保
育
者
と
し
て
、

和
泉
で
育
て
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
私
の
誇
り
で
す
。

　
「
愛
と
奉
仕
」の
精
神
を

日
々
心
が
け
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
和
泉
の
発
展
、
自
分
自

身
の
成
長
の
た
め
に
精
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
私
は
、13
年
間
の
保
育
実
践
を
経

て
、日
々
の
遊
び
や
生
活
で
自
由
に

そ
の
子
ら
し
く
音
楽
で
繋
が
る・育

む
保
育
実
践
を
模
索
し
大
学
院
に

進
み
ま
し
た
。そ
の
後
、母
校
を
含

め
幾
つ
か
養
成
校
で
学
生
と
共
に

学
ぶ
中
、40
代
で
和
泉
短
期
大
学
に

出
逢
い
ま
し
た
。心
と
身
体
を
い
っ

ぱ
い
に
拓
い
て
人
と
繋
が
り
、保

育・福
祉
の
道
を
目
指
す「
和
泉
生

の
魅
力
」・神
様
の
御
名
の
下
、創
造

的
に
学
生
の
教
育・
実
践
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る「
教
職
員
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
」に
惹
か
れ
、未
熟
な
が
ら

も
夢
中
で
15
年
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。い
つ
も
護
り
お
支
え
く
だ
さ
る

神
様
と
皆
様
に
感
謝
し
、こ
れ
か
ら

も
音
楽
で
繋
が
る
保
育
者
の
養
成

に
努
め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

教
育
・
学
習
支
援
ユ
ニ
ッ
ト

主
任（
実
習
担
当
）

山
中　

仁

（
勤
続
15
年
）

学
生
部
長　

教
授

山
本　

美
貴
子

（
勤
続
15
年
）

学校法人和泉短期大学　永年勤続表彰者

２
０
２
２
年
度　

新
任
教
職
員
紹
介

〇
理
事
長

　
退
任

　
　
伊
藤
　
　
忠
彦　
２
０
２
２
年
３
月
31
日
付

　
就
任

　
　
須
田
　
　
　
拓
　
学
校
法
人
和
泉
短
期
大
学　
第
10
代
理
事
長（
新
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
期
：
２
０
２
２
年
４
月
１
日
～
２
０
２
４
年
６
月
12
日

〇
評
議
員

　
退
任（
任
期
満
了
）

　
　
新
美
　
　
臣
江 

　
　
秋
山
　
　
信
義

　
　
大
下
　
　
　
純

　
　
臼
井
　
智
恵
子

　
　
２
０
２
２
年
５
月
31
日
付

　
就
任（
新
任
）（
２
０
２
２
年
６
月
１
日
～
２
０
２
４
年
５
月
31
日
）

　
　
川
井
　
　
赳
彦

　
　
篠
原
　
　
俊
正

　
　
嶋
田
　
　
順
好

　
　
野
村
　
　
　
稔

　
　
２
０
２
２
年
６
月
１
日
付

学
校
法
人
理
事
長
・
評
議
員
等
改
選

１
．
退　
職（
２
０
２
２
年
３
月
31
日
付
）�

　
佐
藤
　
　
守
男
　
専
任
教
員（
教
授
）〈
定
年
〉

　
𡈽
橋
　
　
正
文　
専
任
職
員〈
定
年
〉

　
出
村
　
由
利
子　
特
任
准
教
授

　
福
田
　
　
幸
代　
広
報
渉
外
ユ
ニ
ッ
ト（
派
遣
）

２
．
退　
職（
２
０
２
２
年
７
月
11
日
付
）�

　
原
田
　
　
綾
桂　
学
術
情
報
ユ
ニ
ッ
ト　
保
育
支
援
者（
保
育
士
）

３
．
就　
任（
２
０
２
２
年
４
月
１
日
付
）

�　
佐
藤
　
　
守
男　
和
泉
短
期
大
学
学
長
・
特
任
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
任
期
：
２
０
２
２
年
４
月
１
日
～
２
０
２
６
年
３
月
31
日

　
𡈽
橋
　
　
正
文　
学
校
法
人
和
泉
短
期
大
学
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
任
期
：
２
０
２
２
年
４
月
１
日
～
２
０
２
３
年
３
月
31
日

４
．
就　
任（
２
０
２
２
年
７
月
14
日
付
）

　
土
田
　
　
友
美　
学
術
情
報
ユ
ニ
ッ
ト　
保
育
支
援
者（
保
育
士
）

５
．
任　
用（
２
０
２
２
年
４
月
１
日
付
）

�　
武
石
　
　
宣
子　
特
任
教
授

　
佐
久
間
志
保
子　
特
任
教
授　
専
攻
科
介
護
福
祉
専
攻

　
中
野
　
志
津
江　
特
任
助
教　
専
攻
科
介
護
福
祉
専
攻

　
林
　
　
　
真
美　
広
報
渉
外
ユ
ニ
ッ
ト

　
渋
谷
　
裕
吏
子　
庶
務
ユ
ニ
ッ
ト（
経
理
担
当
）（
派
遣
）

６
．
昇　
任（
２
０
２
２
年
４
月
１
日
付
） 

　
山
本
　
美
貴
子　
教
授

　
星
　
　
　
早
織　
専
任
講
師

７
．
配　
置（
２
０
２
２
年
４
月
１
日
付
）

　
𡈽
橋
　
　
正
文　
庶
務
ユ
ニ
ッ
ト（
経
理
担
当
リ
ー
ダ
ー・施
設
担
当
リ
ー
ダ
ー
兼
務
）

　
木
村
　
　
文
紀　
庶
務
ユ
ニ
ッ
ト（
法
人
担
当・Ｉ
Ｒ
担
当
）サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
庶
務
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー（
経
理
担
当
兼
務
））

　
芹
澤
　
　
　
薫　

�

庶
務
ユ
ニ
ッ
ト（
施
設
担
当
）主
任
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
渉
外
ユ
ニ
ッ
ト
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
（
庶
務
ユ
ニ
ッ
ト
主
任（
法
人
担
当
兼
務
））

　
山
中
　
　
　
仁　
教
育
・
学
習
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
主
任（
実
習
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
渉
外
ユ
ニ
ッ
ト
主
任
）

　
井
上
　
な
つ
み　
広
報
渉
外
ユ
ニ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
・
学
習
支
援
ユ
ニ
ッ
ト（
実
習
担
当
））

人　

事

　

私
は
和
泉
短
期
大

学
介
護
福
祉
専
攻
科

を
卒
業
後
、
横
浜
市

内
の
幼
稚
園
、
療
育

セ
ン
タ
ー
と
6
年
間

勤
め
、
今
年
度
よ
り

ご
縁
が
あ
り
、
和
泉
短
期
大
学
広
報
渉
外
ユ
ニ
ッ
ト

に
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

4
月
か
ら
着
任
し
、
こ
の
数
か
月
間
新
生
活
を
送
っ

て
い
る
中
で
、
自
身
の
学
生
時
代
を
思
い
出
す
と
、

先
生
方
を
は
じ
め
、
当
時
見
え
て
い
な
か
っ
た
大
勢

の
職
員
皆
様
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
の
だ

と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
の
び
の
び
と
学
び
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
環
境
に
改
め
て
心
か
ら
感
謝
し
て

い
る
想
い
で
す
。
現
場
で
の
経
験
を
最
大
限
に
生
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
と
共
に
私
自
身
も
学

び
、日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
渉
外
ユ
ニ
ッ
ト　

林　

真
美

　

毎
週
木
曜
日
に

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
す「
す
ま
い
り

い
」で
保
育
支
援
者
と

し
て
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
和
泉
短
期
大
学
卒
業
後
、
大
学
の
教
会
の
小
さ
な

幼
児
園
に
8
年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
母
と
な
り
、
幼
か
っ
た
娘
た
ち
を
連
れ
て「
す
ま

い
り
い
」、「
は
っ
ぴ
ぃ
」に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
た
た
か
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く
す
ご
し
た
こ
と

は
私
た
ち
親
子
に
と
っ
て
、
と
て
も
よ
い
思
い
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
縁
あ
っ
て
母
校
で
あ
る
和
泉
短
期
大
学
で
働
か
せ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
う
れ
し
く
、
幸
せ
に
感
じ
て
お

り
ま
す
。
地
域
の
子
育
て
家
族
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
す
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
以
前
よ
り
、

和
泉
短
期
大
学
の
学

生
は
、
素
晴
ら
し
い

志
を
持
っ
て
い
る
と

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

保
育
を
学
び
国
家
資

格
を
取
得
し
た
後
に
、
1
年
間
で
障
が
い
児
・
者
や

高
齢
者
の
支
援
を
学
ぼ
う
と
い
う
意
欲
に
は
感
銘
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
、
ご
縁
が
あ
っ
て

専
攻
科
の「
愛
と
奉
仕
」の
精
神
を
有
す
る
心
優
し
い

学
生
と
と
も
に
学
べ
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
日
々
の
授
業
の
中
で
私
自
身
が
、

世
代
を
超
え
た
新
し
い
感
覚
の
視
点
の
学
び
を
学
生

か
ら
沢
山
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
生
ま
れ
て
か
ら

人
生
の
最
期
ま
で
を
学
ぼ
う
と
い
う
若
者
に
心
か
ら

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。「
一
生
勉
強
、
一
生
青
春
」を

モ
ッ
ト
ー
に
学
生
と
共
に
学
び
を
深
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

専
攻
科　

介
護
福
祉
専
攻

特
任
助
教　

中
野　

志
津
江

学
術
情
報
ユ
ニ
ッ
ト　

地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

保
育
支
援
者（
保
育
士
）　

土
田　

友
美

　
私
は
今
迄
、
20
年
経

理
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
参
り
ま
し
た
。
経
験

し
て
来
た
中
で
も
特

に
心
に
残
っ
て
い
る

の
は
大
学
の
経
理
で

す
。
明
る
い
未
来
を
信
じ
た
若
者
が
、
自
分
の
や
り
た

い
事
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
是
非

力
に
な
り
た
い
と
心
か
ら
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

た
だ
自
分
で
は
一
生
懸
命
支
え
て
い
る
つ
も
り

が
、
本
当
は
こ
ち
ら
が
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
た

の
で
は
な
い
か
…
と
思
え
る
程
、
前
向
き
に
明
る
い

気
持
ち
で
仕
事
を
す
る
事
が
出
来
た
の
で
す
。

　
だ
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
、
今
回
和
泉
短
期
大
学

の
派
遣
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
時
、
躊
躇
す
る
事
な

く
手
を
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

　

保
育
と
い
う
素
晴
ら
し
い
仕
事
を
目
指
す
若
者

を
、是
非
、今
迄
の
経
験
を
生
か
し
て
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

庶
務
ユ
ニ
ッ
ト

経
理
担
当（
派
遣
）　

渋
谷　

裕
吏
子

表　

彰

第
11
回
２
０
２
１
年
度
ベ
ス
ト
オ
ブ
ス
タ
ッ
フ
賞（
事
務
局
長
賞
）�

　
小
山
　
　
　
力　

�

教
育
・
学
習
支
援
ユ
ニ
ッ
ト　

ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ーw

ill

基
礎
学
力
支
援
者

永
年
勤
続（
15
年
）

　
山
本
　
美
貴
子　
教
授

　
山
中
　
　
　
仁　

�

教
育
・
学
習
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
主
任（
実
習
担
当
）

■ 

訃
　
報

　
故
　
古
勝
　
　
啓
子 

氏

　
　
田
中
孝
一
学
生
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
御
義
母

　
　
（
２
０
２
２
年
６
月
20
日
）

　
故
　
川
上
　
　
智
史 

氏

　
　
川
上
美
智
留
庶
務
ユ
ニ
ッ
ト（
経
理
担
当
）サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
御
尊
父

　
　
（
２
０
２
２
年
７
月
13
日
）

主
に
よ
る
平
安
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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　2022 年５月 27 日（金）開催の理事会、評議員会において 2021 年度決算が承認
されました。
　2021 年度決算の概要を説明いたします。学校法人会計の計算書類は、資金繰り
の状態を表す「資金収支計算書」、経営状態を表す「事業活動収支計算書」、財政の安
全性を表す「貸借対照表」により表示し、私立学校法第 47 条及び学校法人会計基準
第４条に定められた規則に基づき作成しています。
　本法人の財務に関する公表は、「財務計算書に関する書類」とともに、決算書の概
要として、資金収支決算概要、活動区分資金収支決算概要、事業活動収支決算概要、
貸借対照表決算概要を公表しています。
　資金収支計算書は、2021 年度中の全ての資金の流れを表示した計算書です。資
金収入合計は 2,842,054 千円、資金支出合計は 3,028,035 千円で、185,981 千円
支出超過です。
　2021 年度末支払資金である翌年度繰越支払資金（現金預金）は 1,098,588 千円
で、前年度繰越支払資金（現金預金）1,284,569 千円に比べ 185,981 千円減少しま
した。
　現金預金の減少の主な要因は低金利下のため、現金預金からその他の特定資産で
ある金銭の信託に 100,000 千円預け替えたことによります。
　事業活動収支計算書は、当該年度の学校法人の収入及び支出の均衡状況を明らか
にし、学校法人が健全であるかを示す計算書です。３つの収支区分（①教育活動収支、

②教育活動外収支、③特別収支）から構成されています。
　経常収入（教育活動収入 680,568 千円と教育活動外収入 20,270 千円）700,838
千円の 68.9％を学納金に依存しているため、学生数の減少は、本法人の運営に甚
大な影響を及ぼすことになります。事業活動収支差額（基本金組入前当年度収支差
額）△ 48,614 千円から第３号基本金 1,573 千円を基本金に組入れた後の当年度収
支差額は、50,187 千円支出超過でした。
　教育活動支出の大半を占める人件費は、449,733 千円で人件費比率は 64.2% で
す。教育研究経費は 188,816 千円、管理経費は 112,074 千円でした。
　３つの区分の合計額である事業活動収入計は 703,382 千円、事業活動支出計は、
751,996 千円でした。48,614 千円の支出超過です。
　貸借対照表は、2021 年度末における当法人の資産の部、負債の部、純資産の部
の３つの要素から構成され、学校法人の財政状態を明らかにする計算書です。有形
固定資産の土地、建物、構築物、機器備品等については、取得価額から減価償却累
計額等を控除した金額で表しています。
　資産の部合計は、8,340,725 千円です。退職給与引当金と前受金（次年度前期学
納金）が大部分を占める負債の部合計は、372,576 千円です。基本金と繰越収支差
額で構成されている純資産の部合計は、7,968,149 千円です。負債の部合計と純資
産の部合計は、8,340,725 千円です。

-2021年度決算書概要説明-
厳しさを増す運営状況

　少子化による 18 歳人口の減少、受験生の 4 年制保育士養成大学志向、私立学校ガバナンス改
革等、本学を取り巻く経営環境は年々急速に変化しています。
　本学は、経常収入の 68.9％を学納金に依存している現状において、入学者の定員確保、離学者
の防止は喫緊の課題となっています。
　2021 年度も 2020 年度に引き続きコロナ禍ではありましたが、3 号館女子トイレ改修工事、
教室ブラインド取替更新工事、小教室の LED 照明器具への取替更新工事、新型コロナウイルス
感染症防止対策として、小教室に除菌装置を設置しました。デジタル化への対応経費として、電
子決裁システム、web 出願システムの導入を行いました。また、さらなる遠隔教育の充実を図
る為の方策としては、2022 年度にクラークホールの LAN 敷設工事、学習成果の可視化システ
ムの導入を行います。
　相模原市に移転後 46 年が経過し、校舎等の計画的な修繕計画及び教育の質保証と可視化のた
めの ICT 機材の整備、教育研究活動の維持向上を図るために教育環境の整備計画と経費削減を
はじめとした経営の効率化とのバランスを保ち、一層の財政基盤の強化を図って参ります。
　2022 年 4 月 1 日に伊藤忠彦第 9 代理事長から須田　拓第 10 代理事長に代わりました。
　「2022 年度学校法人和泉短期大学の基本構想」は、次の 5 つの柱です。
1．建学の精神とスクールモットーの堅持を中心として、2．ガバナンスとコンプライアンスの体

制強化、3．地域密着型の短期大学として地域連携活動の強化、4．教育の質の充実と財務体質の
健全化、そして 5．入学定員の充足に向けての方策により事業展開して参ります。
　2020 年度から改正私立学校法の施行に伴い、「学校法人和泉短期大学第 2 次中期計画 15 のビ
ジョン」（2020 年度～ 2024 年度）を策定し、2020 年度、2021 年度に全教職員で PDCA サイク
ルによる振り返りを行いました。また、学校法人ガバナンスコードの遵守状況を作成し公表しま
した。
　新型コロナウイルス感染拡大により先行き不透明な時代の中で、年々厳しさを増している経営
状況下でありますが、本学の教育環境を整備充実させていくために、2022 年度も引き続き「教育
環境充実資金募金」と本学独自の給付型奨学金「愛のいずみ基金奨学金」の募金活動を行います。
　第 2 次中期計画に基づき、2022 年度に収容定員変更による学則変更を文部科学省に届け出し
ました。本学のさらなる発展を目指して「出るを制して、入るを計る」ことを原則とし、日頃から
業務改善と経費削減に取り組み、効率的にそして慎重に予算を執行し資金の有効活用に努めます。 
　建学の精神である「キリスト教信仰に基づく教育と人格形成」、スクールモットーである「愛と
奉仕」に基づいた本学の特色のある教育を展開し、学生にとって居心地の良い明るいキャンパス、
地元密着型、実力養成型の短期大学を目指して教職員、法人関係者一体となり努力して参ります。
� 事務局長　𡈽　橋　正　文

学校法人和泉短期大学の財政見通しについて

　2022 年 3 月 25 日（金）評議員会、理事会において 2022 年度予算が承認されました。
　計算書類の予算書は、資金収支予算書と事業活動収支予算書で構成されます。
　2022 年度予算計算書類の概要を説明いたします。
　資金収支予算書の資金収入合計は、817,574 千円、資金支出合計は 942,405 千円です。
　資金収支差額は、124,831 千円支出超過になる見込みです。これは、資産運用支出
として現金預金から減価償却特定資産等に 91,573 千円の預け替えを予定していること

が大きな要因になっています。
　事業活動収支予算書は、教育活動収支、教育活動外収支、特別収支の 3 つに区分され、
区分ごとに収支差額を求めます。3 つの区分の合計額である事業活動収入計は 642,569
千円です。基本金組入額合計は、2,947 千円です。事業活動支出計は、予備費 30,000
千円を含め 764,255 千円です。2022 年度事業活動収支差額は、121,686 千円支出超
過になり、大変厳しい予算編成になっています。

-2022年度予算書概要説明-
厳しい予算編成

-（2017年度～2021年度）財務比率推移（グラフ）と説明-

　経常収入に占める学生生徒等納付金収入の割合で
す。経常収入に占める学生生徒等納付金への依存度が
高いため、学生数の減少は、経営に甚大な影響を及ぼ
すため補助金、その他の収入の増額を諮る必要性があ
ります。2020 年度から給付型奨学費の補助金増収に
より比率は低下しています。

60
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学生生徒等納付金比率

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

（%）

　事業活動収入から基本金組入額を控除した額に対する事業活動
支出が占める割合を示す比率。90%以上になると経営が困難にな
ると言われています。臨時的な固定資産の取得等による基本金組
入が著しく大きい年度において、一時的に上昇する場合がありま
す。４年間は学納金減収により、100%を超えています。

基本金組入後収支比率
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（%）

　経常的な活動に関する収支バランスを表す比率。この
比率は、臨時的な収支を考慮しない通常の事業活動によ
る収支バランスを示す比率のため、支出超過の場合は財
政がひっ迫していることを表しています。支出超過分が、
減価償却額の範囲内であれば、資金ショートを起こすこ
とはありません。経営の健全性を表す指標です。

経常収支差額比率

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

（%）
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　本業である教育活動の収支バランスを表す比率。学
校本来の教育活動による収支差額を表わしていて、本
業である教育活動収入の範囲内でどの程度余裕を持っ
て運営できているかを把握することができます。
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教育活動収支差額比率
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（%）

　旧帰属収支差額比率。学校法人の純利益を表わす、重要な財
務比率です。比率がプラスで大きいほど自己資金が充実してい
ます。プラス分から将来の施設設備の取替更新の余裕を示しま
す。マイナスが何年も継続して行くと経営は窮迫し、資金が枯
渇します。10％以上を経営安定の指標にしています。４年間は
マイナスの状況ですが、2021年度は改善しています。

事業活動収支差額比率

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

（%）
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　経常収入に対する人件費の割合。50%以内が目安で
す。人件費は、経常支出の中でも最大の比重を占める
支出です。人件費が膨らみ収支状況が悪化しています
が、2021年度は若干緩和されました。
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収入の部� （単位：千円）
科          目 2021年度決算額 2022年度予算額

学生生徒等納付金収入 482,195 471,450
手 数 料 収 入 5,990 7,000
寄 付 金 収 入 2,727 2,000
補 助 金 収 入 85,313 83,636

国 庫 補 助 金 84,613 83,567
地 方 公 共 団 体 補 助 金 700 69

付随事業・収益事業収入 21,161 26,118
受取利息・配当金収入 20,270 20,123
雑 収 入 84,589 32,242
前 受 金 収 入 130,095 135,920
そ の 他 の 収 入 2,272,064 203,629
資 金 収 入 調 整 勘 定  △ 262,350  △ 164,544 
資 金 収 入 合 計 2,842,054 817,574
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 1,284,569 1,098,588
収 入 の 部 合 計 4,126,623 1,916,162

支出の部� （単位：千円）
科          目 2021年度決算額 2022年度予算額

人 件 費 支 出 454,368 398,400
教 育 研 究 経 費 支 出 137,390 156,234
管 理 経 費 支 出 104,530 111,613
施 設 関 係 支 出 3,119 100,450
設 備 関 係 支 出 906 2,027
資 産 運 用 支 出 2,375,390 91,573
そ の 他 の 支 出 21,965 78,048

［ 予　 備　 費 ］ 30,000
資 金 支 出 調 整 勘 定  △ 69,633  △ 25,940 
資 金 支 出 の 部 合 計 3,028,035 942,405
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 1,098,588 973,757
支 出 の 部 合 計 4,126,623 1,916,162
資 金 収 支 差 額 △ 185,981 △ 124,831

� （単位：千円）
資産の部

科          目 2021年度末 2020年度末 増　　　減
固定資産 7,141,390 7,063,622  77,768 

有形固定資産 2,748,567 2,803,409  △� 54,842 
土 地 1,928,418 1,928,418  0 
建 物 707,201 753,202  △� 46,001 
構 築 物 4,481 7,051  △� 2,570 
教育研究用機器備品 20,281 26,238  △� 5,957 
管 理 用 機 器 備 品 2,946 3,849  △� 903 
図 書 85,240 84,651  589 

特定資産 3,047,110 3,007,537 39,573
第２号基本金引当特定資産 100,000 100,000  0 
第３号基本金引当特定資産 339,110 337,537  1,573 
減価償却引当特定資産 2,086,000 2,043,000  43,000 
退職給与引当特定資産 162,000 167,000  △� 5,000 
施設拡充引当特定資産 360,000 360,000  0 

その他の固定資産 1,345,713 1,252,676  93,037 
電 話 加 入 権 690 690  0 
施 設 利 用 権 123 185  △� 62 
金 銭 の 信 託 600,000 500,000  100,000 
定 期 預 金 744,900 739,900  5,000 
積 立 保 険 金 0 11,901  △� 11,901 

流動資産 1,199,335 1,310,402  △� 111,067 
現 金 預 金 1,098,589 1,284,569  △� 185,980 
未 収 入 金 97,020 22,186  74,834 
貯 蔵 品 3,610 3,647  △� 37 
立 替 金 116 0  116 

資 産 の 部 合 計 8,340,725 8,374,024  △� 33,299 

� （単位：千円）
負債の部

科          目 2021年度末 2020年度末 増　　　減
固定負債 165,688 170,081  △� 4,393 

退 職 給 与 引 当 金 163,138 167,531  △� 4,393 
預 り 敷 金 2,550 2,550  0 

流動負債 206,888 187,180  19,708 
未 払 金 69,633 14,406  55,227 
前 受 金 130,095 165,330  △� 35,235 
預 り 金 6,750 7,444  △� 694 
仮 受 金 410 0  410 

負 債 の 部 合 計 372,576 357,261  15,315 
純資産の部

科          目 2021年度末 2020年度末 増　　　減
基 本 金 5,377,632 5,378,244  △� 612 

第 １ 号 基 本 金 4,888,522 4,890,707  △� 2,185 
第 ２ 号 基 本 金 100,000 100,000  0 
第 ３ 号 基 本 金 339,110 337,537  1,573 
第 ４ 号 基 本 金 50,000 50,000  0 

繰越収支差額 2,590,517 2,638,519  △� 48,002 
翌年度繰越収支差額 2,590,517 2,638,519  △� 48,002 

純 資 産 の 部 合 計 7,968,149 8,016,763  △� 48,614 
負 債 の 部、 純 資 産 の 部 8,340,725 8,374,024  △� 33,299 

-2021年度　貸借対照表概要〈2022年 ３月31日〉-

注記　１．減価償却額の累計額の合計額� 2,139,142 千円
　　　２．翌会計年度以降の基本金への組入額� 0 千円

（単位：千円）

教　
育　
活　
動　
収　
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　目 2021年度決算額 2022年度予算額
学生生徒等納付金 483,010  471,450 
手数料　 5,990  7,000 
寄付金収入 3,050  2,000 
経常費等補助金 83,010  83,636 
付随事業収入 21,161  26,118 
雑収入 84,347  32,242 
教育活動収入計 680,568  622,446 

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 449,733 410,525
　専任教員給  192,371  188,383 
　兼任教員給  13,377  12,668 
　専任職員給  169,174  159,544 
　兼任職員給  8,434  8,165 
　役員報酬  3,720  3,700 
　退職給与引当繰入額  58,636  37,384 
　退職金  4,021  681 
教育研究経費 188,816  204,654 

（減価償却額） 54,460  48,420 
管理経費 112,074  119,076 

（減価償却額） 7,473  7,463 
（広報宣伝費） 19,970  20,161 
徴収不能額等 815 0
教育活動支出計 751,438 734,255

教育活動収支差額  △ 70,870  △ 111,809 
教
育
活
動

外
収
支

事
業
活
動

収
支

受取利息・配当金 20,270  20,123 
教育活動外収入計 20,270 20,123
教育活動外支出計 0  0 
教育活動外収支差額 20,270 20,123

経常収支差額  △ 50,600  △ 91,686 

特
別
収
支

事
業
活
動
収
支

資産売却差額 0  0 
その他の特別収入 2,544  0 
特別収入計 2,544 0
資産処分差額 558  0 
その他の特別支出 0  0 
特別支出計 558  0 

特別収支差額  1,986  0 
 〔予  備  費〕  30,000 

基本金組入前当年度収支差額  △ 48,614  △ 121,686 
基本金組入額合計  △  1,573  △    2,947 
当年度収支差額  △ 50,187  △ 124,633 
前年度繰越収支差額 2,638,519  2,590,517 
基本金取崩額 2,185  0 
翌年度繰越収支差額 2,590,517  2,465,884 
事業活動収入計 703,382 642,569
事業活動支出計 751,996 764,255
事業活動収支差額（基本金組入前当年度収支差額）  △ 48,614  △ 121,686 
事業活動収支差額比率（旧帰属収支差額比率） -6.9% -18.9%

-資金収支計算書概要-
2021年度決算・2022年度予算

-事業活動収支計算書概要-
2021年度決算・2022年度予算
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2022年度　和泉短期大学「愛のいずみ基金奨学金」（給付型奨学金）のお願い
　学校法人和泉短期大学の原点であるララ物資の精神を引き継
ぐために本学教職員・法人関係者の方々からの寄付を中心とし
た本学独自の給付型奨学金基金を2018年度より設立しました。
　現在の社会・経済環境が甚だ厳しい状況にありますが本学
独自の愛のいずみ奨学金基金の趣旨をご理解のうえ、和泉短
期大学の学生の支援充実のため、一人でも多くの方々のご支
援、ご協力を賜りたくお願い申し上げます。
募金目標金額　　3,000,000円
募金募集期間　　2022年６月～2023年３月（第５期）
募金金額　　　　１口5,000円
払込方法　　　　郵便振替口座　
　　　　　　　　口座番号　00280-６-105705
　　　　　　　　口座名　　学校法人　和泉短期大学
　　　　　　　　　　　　　愛のいずみ基金奨学金

所得税・住民税の寄付控除
　本法人への募金（寄付金）につきましては、年間2,000円を超え
る金額に対して、確定申告をすることにより所得税及び住民税
の寄付控除を受けることができます。
法人募金の場合
　法人からの募金（寄付金）につきましては、日本私立学校振興・
共済事業団を通じて、「受配者指定寄付金」として全額損金算入
することができます。詳しくは下記までご連絡ください。
問合せ先　　　　　　　　　　　　　庶務ユニット（経理担当）
　　　　　　　　　　　　　　　　  042-754-1133

2022年度「教育環境充実資金募金」のお願い
　学校法人和泉短期大学は1956年４月東京都世田谷区中町に

「バット博士記念養成所」を開設し、同年５月「現任訓練講習会」
を開催したことに始まります。1960年、その現任訓練機関が「玉
川保母専門学院」となり、1965年に「和泉短期大学」が設立され、
2022年５月に学校法人和泉短期大学は創立66年を迎えました。
　学校法人和泉短期大学を卒業された卒業生は19,821名の方々
の働きや努力と活躍により発展成長したものと深く感謝申し上
げる次第であります。
　和泉短期大学は、教育の充実を図り、学修環境整備、施設設
備の維持整備を目的に2022年度も「教育環境充実資金募金」を
行うことになりました。
　みなさまには出費多難な折とは存じますが、ご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
募金対象事業　１. １号館　学習成果の可視化システムの導入
　　　　　　　２. １号館　教室照明器具　LED電球交換工事
　　　　　　　３. １号館　大教室　ウイルス除去防臭装置設置工事

募金目標金額　　10,000,000円
募金募集期間　　2022年６月１日～2023年３月31日（第11期）
募金金額　　　　１　個人　１口　  5,000円
　　　　　　　　２　法人　１口　10,000円　
所得税・住民税の寄付控除
　本法人への募金（寄付金）につきましては、年間2,000円を超え
る金額に対して、確定申告をすることにより所得税及び住民税
の寄付控除を受けることができます。
法人募金の場合
　法人からの募金（寄付金）につきましては、日本私立学校振興・
共済事業団を通じて、「受配者指定寄付金」として全額損金算入
することができます。
　詳しくは下記までご連絡ください。
問合せ先　　　　　　　　　　　　　庶務ユニット（経理担当）
　　　　　　　　　　　　　　　　  042-754-1133

寄付者一覧（敬称略）＜2022年４月１日～2022年７月31日＞
井狩　芳子／池田　悦子／潮田　健治／岡田　京子／片山　知子／佐藤　武則／佐藤　繭美／佐藤　守男／曾根真理子／武石　宣子／中野　陽子／
古川　幸子／松井　敏枝／溝口　敏江／森　　三樹／森久保和子／山田　　優／山本美貴子／匿名希望（10件）� 以上28件　316,000円

2022年度 夏の工事について
　夏期休業期間中に下記の通り工事を実施します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を宜しくお願いします。

庶務ユニット（施設担当）夏期一斉休暇期間　８月11日（木）～18日（木）

工事名 場所 工事時期 内容 実施会社

１ 校舎漏水補修工事 1号館、2号館 2022.8.8～
8.25

・�1号館サッシ廻りのシーリング、ひび割れ補修。補修後、内壁塗装工事。
　（省エネ対策・脱炭素対策）

戸田建設㈱
横浜支店

２ 教室等照明器具LED化工事
・1号館大教室8部屋(247台)
・1号館ピアノ室30部屋(60台)

・廊下・階段(47台)

2022.8.10～
8.12

・蛍光灯の照明器具をLED照明に交換。（省エネ対策・脱炭素対策）
・�2021年度から2年計画で取替更新。2021年度は小教室（6部屋）を実施。
・相模原市の省エネ実施補助制度に申請。

㈱成川電興

３ 塗装工事

・4号館学生テラス及び南側階段
手摺り・欄干

・1号館ピアノ練習室通気口
（18部屋）

2022.8.12～
8.14 ・塗装が剥がれているため、塗装工事を実施。 菊地塗装

４ 空調自動制御取替工事 3号館1階機械室 2022.8.10 ・�空調機使用時に室温・湿度を安定的に保つため、温度センサー、ファンコイ
ル用サーモ・リレー、送風機・還風機用のVベルトを交換。 第一工業㈱

寄付者一覧（敬称略）＜2022年４月１日～2022年７月31日＞
井狩　芳子／池田　悦子／潮田　健治／岡田　京子／片山　知子／金武美枝子／佐藤　繭美／佐藤　守男／曾根真理子／武石　宣子／武川　辰美／
中野　陽子／福嶋美佐子／古川　幸子／松井　敏枝／森　　三樹／森久保和子／山本美貴子／匿名希望（４件）�  以上22件　256,000円


